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内で，ファラデー の書いた講義ノートに見入る西島総長 （写真左）， マイケル・

































1775～1836），ゲイ ・リュサック (JosephLouis Gay-Lussac, 1778～1850），アラ ゴー （Dominique
Franc;:ois Jean J¥rago, 1786～1853）予，当時の代表的な科学者と会っていろいろと話す機会がt:'f
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No. 351 京大 広報
く大学の動き〉
部局長の交替等
薬学部長
調崎 仁薬学部長の任期満了に伴い，その後任
く紹介＞
経済研究所・数量的
アプローチの系譜
経済研究所は創設以来，いわゆるマルクス経済
学 ・近代経済学を含む幅広い分野 ・手法で研究を
行ってきたが，特に数理経済学と計量経済学の二
分野において多くの研究成果を残して来た。
これらのアプローチの戦後における歩みを簡単
に紹介しながら，本研究所が歩んできた道を振り
返ってみたい。
経済学は，社会科学の中で最も早く数量的アプ
ローチを取り入れたが，その背景には，一方では
市場経済を巨大な計算機構としてとらえようとす
るワルラス以来の経済観があり， 他方では，ケネ
一以来の経済全体の活動水準と相互連闘を数量化
してとらえようとする姿勢があった。
現代経済学の数量的アプローチは，ワルラスの
流れをくむ一般均衡理論を中心とした数理経済学
と，ケネーの流れをくむ統計的な諸手法，特に，
計量経済学とに代表される。
本研究所は草創期より計量経済学，中でもマク
ロ計量モデルへの応用分野においてめざましい活
躍をみせた。 1960年代には馬場正雄（故人），森
口親司（現在大阪大学，以下カッコ内は現在の所
属を示す），渡部経彦（故人）や建元正弘（大阪
大学）らを中心として，経済企画庁経済研究所や
木研究所をベースに多く の日本経済の計量モデル
に関する研究が行われた。昨年から木研究所に移
った福地出生も当時からHJ立モテ‘ルの開発にかか
わったグループの一人である。
1970年代に入ると，数足並経済学は，それまでの
中心的課題であった一般均衡の存在証明やその安
定性の検証といった研究からやや離れて，市場経
済の効率性を情報 ・通信の効率性や誘因両立性の
よねだふみお
として米田文郎薬学部教授（有機楽化学講座担
当）が5月l日任命された。任期は昭和65年4月
30日までである。
視点から見直す動きがl高まった。また，rl1場経済
の仕組みではとらえきれない公共的な意思決定の
諸問題に厳密な定式化を行い，数理経済学的手法
で、分析しようという研究も磁んとなった。木研究
所においても前者の分野では青木昌彦，後者の分
野では鈴村輿太郎（一橋大学）によって精力的に研
究が進められた。また，当時の若手グループでは
西村周三（経済学部），佐藤光（大阪市立大学），
塩津由典（同）らが，新古典派理論の枠組を聞い
直す幾つもの研究を行った。
他方，計量経済学の分野でも統計学の応用分野
としての色彩の強かった研究から，計量経済学自
体の体系が次第に整備され， その内部で応用とJ:!.
論の二分野が次第に確立していった。その流れの
中で，佐和隆光や森棟公夫は，木研究所で理論而
での研究を進めた。
1980年代に入り，数理経済学は再びその中心を
移し，不完全情報下における期作形成や競争及び
市場以外の取引の組織 ・動機づけー に関わる諸問題
に焦点をあてた。特に，これまで不完全競争と一
括されてきた取引のあり方について，ゲーム理論
的な基礎づけが行われるようになった。 他方，数
学の応用分野というfJl.ijfl百からみても， ful御Pl¥日命や
線型計画の広汎な利用はもとより，非線型の徴 ・
差分方程式に関するものなど燦 な々数学の新しい
成果を取り入れた研究が進んだ。西村和縦による
均衡景気循環論の研究や，ファジイ集合のr~論を
応mした瀬尾芙巳チの地j或計画の諸研究もこのよ
うな流れに沿うものである。ゲームFr論による不
完全競争理論の基礎づけにおいては今1こ晴雄らの
研究が進んでいるが，青木／寸！彦らは ｜二に述べたよ
うな数型経済学の成果を踏まえて， I本経済論を
新しい視点から再構築しよう としている。 日本の
労働市場や企業に対するこのようなアプローチは
局木俊詔や小池和男（法政大学） の長年の実証研
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